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味
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的
真
理
と
そ
の
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性
に
つ
い
て
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真
理
は
知
的
探
求
に
お
い
て
規
範
と
な
る
概
念
だ
が
、
パ
ラ
ド
ク
ス
が
存
在
す
る
こ
と
が
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
最
も
単
純
な
例
は
、

自
身
が
偽
で
あ
る
こ
と
を
自
己
言
及
的
に
主
張
す
る
う
そ
つ
き
文
「
こ
の
文
は
偽
で
あ
る
」
の
真
偽
に
ま
つ
わ
る
「
う
そ
つ
ぎ
文
の
パ
ラ
ド

ク
ス
」
で
あ
る
。
こ
の
文
を
真
と
仮
定
す
れ
ぽ
、
そ
の
主
張
内
容
は
正
し
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
う
そ
つ
き
文
は
偽
と
な
る
。
し
か
し
、
も

し
偽
な
ら
ぽ
、
そ
の
内
容
は
事
実
に
反
し
て
お
り
正
し
く
な
い
の
で
、
こ
の
文
は
真
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
真
理
値
が
循
環
す
る
の
で
、
こ

の
文
に
整
合
的
に
真
理
値
を
割
り
当
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
は
、
真
理
の
循
環
表
現
に
対
し
て
、
素
朴
な
真
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
真
理
概

念
の
日
常
的
な
使
用
で
前
提
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
素
朴
な
真
理
は
、
四
つ
の
性
質
、

　
　
1
　
対
応
真
理
説
「
文
が
真
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
存
在
す
る
事
態
を
表
示
す
る
と
き
で
あ
る
（
文
の
真
理
性
は
、
事
実
と
の
対
応
に

　
　
　
　
あ
る
）
」

　
　
2
　
意
味
論
的
無
矛
盾
律
「
あ
る
文
が
同
時
に
真
で
あ
り
、
か
つ
偽
で
あ
る
こ
と
は
な
い
」

　
　
3
　
意
味
論
的
二
値
性
原
理
「
ど
の
文
も
真
で
あ
る
か
、
ま
た
は
偽
で
あ
る
」

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

一
一
九
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4
　
古
典
論
理
法
則

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
以
下
で
は
意
味
論
的
無
矛
盾
律
と
意
味
論
的
二
値
性
原
理
を
、
そ
れ
ぞ
れ
単
に
無
矛
盾

律
、
二
値
性
原
理
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
。
真
理
に
は
、
こ
の
他
に
も
多
く
の
奇
妙
な
振
る
舞
い
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
「
真

理
の
病
理
的
振
る
舞
い
」
と
総
称
さ
れ
る
。
病
理
的
振
る
舞
い
は
　
般
に
、
循
環
表
現
と
素
朴
な
真
理
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、

こ
れ
は
鷺
常
的
な
雷
語
使
用
で
は
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
真
理
が
規
範
的
概
念
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
常
的
な
真
理
観
か
ら
離
れ

す
ぎ
な
い
限
り
で
非
病
理
的
で
あ
る
こ
と
が
や
は
り
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

　
意
味
論
的
真
理
理
論
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
背
景
と
し
て
、
真
理
に
厳
密
な
形
式
的
定
義
を
与
え
る
た
め
に
A
・
タ
ル
ス
キ
に
よ

っ
て
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
理
論
で
は
、
真
理
と
そ
の
病
理
性
の
問
題
は
、
あ
る
言
語
に
つ
い
て
の
真
理
述
語
「
文
『
…
…
臨
は
真
で
あ
る
」

の
定
義
可
能
性
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
こ
こ
で
タ
ル
ス
キ
が
直
面
し
た
の
も
、
日
常
的
な
真
理
の
使
用
を
反
映
し
た
真
理
の
定
義
と
、
非
病
理

的
で
無
矛
盾
な
真
理
の
定
義
と
い
う
二
つ
の
課
題
は
両
立
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
実
だ
っ
た
。
意
味
論
的
真
理
理
論
の
発
展
は
、
こ
の
相
反

す
る
二
つ
の
課
題
へ
の
対
処
の
仕
方
の
変
遷
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
文
の
第
一
の
霞
的
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
代
表
的
な
三

つ
の
理
論
、
タ
ル
ス
キ
の
真
理
定
義
（
第
二
節
）
、
S
・
ク
リ
プ
キ
の
真
理
の
不
動
点
理
論
（
第
三
節
）
、
現
在
の
主
流
ア
プ
ロ
ー
チ
の
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
V

で
あ
る
A
・
グ
プ
タ
と
N
・
ベ
ル
ナ
ッ
プ
の
真
理
の
改
訂
理
論
（
第
四
節
）
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
発
展
史
を
再
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
意
味
論
的
真
理
理
論
は
、
非
病
理
的
な
真
理
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
よ
り
日
常
的
な
真
理
を
定
義
し
よ
う
と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
発
展
し
て
き
た
。
そ
し
て
理
論
発
展
に
は
、
非
病
理
的
な
概
念
に
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
性
質
で
あ
る
真
理
の
循
環
性

へ
の
新
し
い
理
解
が
伴
っ
て
い
る
。
タ
ル
ス
キ
と
ク
リ
プ
キ
の
真
理
理
論
に
共
通
す
る
の
は
、
非
病
理
的
な
真
理
を
定
義
す
る
た
め
に
、
真

理
の
循
環
性
を
禁
じ
病
理
的
振
る
舞
い
を
回
避
す
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
循
環
性
を
排
除
す
る
た
め
の
原
理
と
し
て
、
蚕
語
的
な
事
実
と
非

言
語
的
で
物
理
的
な
事
実
と
の
区
劉
に
訴
え
る
点
も
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
な
病
理
性
へ
の
古
典
的
な
対
処
に
対
し
て
、
真
理
の
改
訂
理
論

は
、
病
理
的
な
振
る
舞
い
も
含
め
て
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
常
的
な
真
理
概
念
を
よ
り
ょ
く
考
察
で
き
る
と
い
う
方
針
の
も
と
で
、



真
理
の
循
環
性
を
許
容
し
た
定
義
理
論
を
提
示
す
る
。
こ
の
改
訂
理
論
が
、
病
理
性
の
研
究
も
含
め
た
真
理
理
論
一
般
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
貢
献
を
す
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
真
理
の
循
環
表
現
の
例
を
三
つ
挙
げ
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
例
に
対
す
る
各
理
論
の
モ
デ
ル
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
論

間
の
循
環
表
現
へ
の
説
明
の
違
い
を
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
の
例
は
、
す
で
に
挙
げ
た
う
そ
つ
き
文
で
あ
り
、
素
朴
な
真
理
の
も

と
で
は
こ
の
文
は
真
理
値
循
環
す
る
。
第
二
の
例
は
、
自
身
の
真
理
性
を
自
己
言
及
的
に
主
張
す
る
ほ
ん
と
っ
き
文
「
こ
の
文
は
真
で
あ

る
」
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
真
と
仮
定
す
れ
ぽ
真
で
あ
る
が
、
偽
と
仮
定
す
る
と
偽
と
な
り
、
真
理
値
循
環
は
し
な
い
が
、
真
理
値
が
仮
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
＞

と
相
対
的
に
し
か
確
定
し
な
い
点
で
通
常
の
文
と
は
異
な
る
。
三
番
目
の
例
は
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
で
あ
る
。
今
、
次
の
よ
う
に
真
偽
を
解
釈

さ
れ
た
五
つ
の
文
（
a
1
）
～
（
a
3
）
、
（
b
1
）
、
（
b
2
）
か
ら
な
る
A
、
B
二
人
の
対
話
が
あ
る
。
記
号
“
P
”
は
、
そ
の
文
の
真
偽
が

ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
・
A
の
発
話
…
…
（
a
！
）
雪
は
常
に
黒
い
。
　
（
偽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a
2
）
B
の
言
明
は
す
べ
て
真
で
あ
る
。
　
（
7
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a
3
）
B
の
言
明
に
は
真
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
　
（
2
）

　
　
・
B
の
発
話
…
…
（
b
1
）
雪
は
白
い
。
　
（
真
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
b
2
）
A
の
言
明
の
た
か
だ
か
一
つ
が
真
で
あ
る
。
　
（
フ
・
）

　
こ
の
と
き
、
真
偽
が
わ
か
ら
な
い
三
つ
の
文
（
a
2
）
、
（
a
3
）
、
（
b
2
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
推
論
す
る
こ
と
は
自
然
だ
と
思
わ

れ
る
。
「
A
は
（
a
2
）
と
（
a
3
）
の
両
方
を
主
張
す
る
こ
と
で
矛
盾
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
（
a
2
）
と
（
a
3
）
の
た
か
だ
か
一

つ
が
真
で
あ
る
。
（
a
1
）
が
偽
な
の
で
、
B
の
主
張
（
b
2
）
は
真
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
（
a
2
）
が
真
、
（
a
3
）
が

偽
と
な
る
。
」
こ
の
推
論
の
第
　
文
、
第
二
文
で
無
矛
盾
律
、
二
値
性
原
理
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
対
話
は
、
文
（
a
2
）
、
（
a
3
）
、

（
b
2
）
の
真
理
条
件
が
循
環
的
に
相
互
依
存
し
て
い
る
と
い
う
点
で
循
環
表
現
と
み
な
さ
れ
る
が
、
グ
プ
タ
が
提
示
し
た
直
観
的
な
推
論

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

＝
＝
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に
従
え
ば
真
理
値
が
一
意
的
に
確
定
す
る
の
で
、
非
病
理
的
で
あ
る
。

ニ
　
タ
ル
ス
キ
の
意
味
論
的
真
理
と
讐
口
語
階
層

　
意
味
論
的
真
理
理
論
が
確
立
さ
れ
、
真
理
概
念
に
対
し
て
初
め
て
形
式
的
な
定
義
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
タ
ル
ス
キ
の
　
九
三
三
年
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

文
「
形
式
化
さ
れ
た
雷
語
に
お
け
る
真
理
概
念
」
（
．
．
§
δ
。
○
琴
の
営
9
嘗
暮
三
コ
h
霞
ヨ
餌
一
冒
巴
一
き
σ
q
奏
α
q
Φ
ω
．
．
∀
に
お
い
て
で
あ
る
。
タ
ル
ス

キ
の
目
的
は
、
素
朴
な
真
理
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
実
質
的
に
適
切
」
（
讐
糞
。
8
村
巨
ぞ
9
。
匹
①
聲
簿
Φ
）
で
、
無
矛
盾
で
な
け
れ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ε

な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
「
形
式
的
に
正
し
い
」
（
暁
。
「
ヨ
餌
ξ
o
o
魏
⑦
。
け
）
と
い
う
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
真
理
定
義
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
タ
ル
ス
キ
の
定
義
対
象
は
、
科
学
的
推
論
に
お
い
て
文
に
付
与
さ
れ
る
性
質
と
し
て
の
真
理
で
あ
る
。
そ
し
て
対
応
真
理
説
の
直
観
を
維

持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぞ
う
す
れ
ば
事
実
は
存
在
論
的
に
は
成
立
か
不
成
立
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
対
応
真
理
説
か
ら
の

自
然
な
帰
結
と
し
て
無
矛
盾
律
と
二
値
性
原
理
が
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
な
真
理
観
は
図
式
丁
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

　
　
・
X
が
真
で
あ
る
の
は
、
S
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

図
式
丁
で
は
、
真
理
概
念
は
文
の
名
前
X
に
下
定
さ
れ
る
述
語
↓
（
8
）
で
あ
り
、
記
号
，
S
’
に
は
文
が
、
　
，
X
’
に
は
文
S
の
名
前

（
例
え
ば
S
の
引
用
名
『
S
蜘
、
記
号
言
語
で
は
文
S
の
ゲ
ー
デ
ル
数
「
⑦
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
）
が
そ
れ
ぞ
れ
代
入
さ
れ
る
。
図
式
丁

の
代
入
例
を
T
－
等
値
文
と
い
う
。
例
え
ば
、
文
「
雲
が
白
い
」
に
つ
い
て
の
T
－
等
値
文
、

　
　
・
『
雪
が
白
い
睡
が
真
で
あ
る
の
は
、
雪
が
白
い
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

は
、
文
「
雪
が
白
い
偏
の
真
理
性
を
規
定
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
タ
ル
ス
キ
は
T
－
等
値
文
の
門
～
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
」
を
実
質
的
等
値
“
②
”
に
よ
っ
て
形
式
化
す
る
。

　
　
↓
（
「
の
一
）
・
↓
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

タ
ル
ス
キ
の
T
－
等
値
文
は
、
文
の
名
前
「
⑦
」
を
真
理
述
語
に
述
定
し
て
得
ら
れ
る
文
『
（
「
竺
）
と
、
も
と
の
文
S
が
論
理
的
に
等
値
で



あ
る
と
い
う
真
理
述
語
の
脱
引
用
を
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
特
徴
づ
け
に
よ
っ
て
真
理
は
意
昧
論
的
概
念
に
分
類
さ
れ
る
。
意
味
論
と
は
、

タ
ル
ス
キ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
言
語
に
属
す
る
表
現
（
「
言
及
す
る
も
の
」
）
と
そ
の
表
現
が
語
る
対
象
・
事
態
（
「
言
及
さ
れ
る
も
の
」
）
の
関

係
を
研
究
す
る
分
野
で
あ
る
。
脱
引
用
は
、
文
の
名
前
「
⑦
」
と
元
の
文
S
の
関
係
を
規
定
す
る
意
味
論
的
概
念
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
タ
ル
ス
キ
の
T
－
等
値
文
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
真
理
を
「
意
味
論
的
真
理
」
と
い
う
。

　
言
及
す
る
も
の
と
さ
れ
る
も
の
の
関
係
と
い
う
タ
ル
ス
キ
の
意
味
論
に
は
、
世
界
は
、
言
語
的
世
界
と
非
言
語
的
世
界
す
な
わ
ち
物
理
的

世
界
と
に
峻
別
さ
れ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
こ
の
区
別
を
踏
ま
え
て
、
文
（
a
2
）
、
（
a
3
）
、
（
b
2
）
の
よ
う
に
意
味
論
的
概
念
を
含

む
文
を
「
意
味
論
平
文
」
、
意
味
論
満
文
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
事
実
を
「
意
味
論
的
事
実
」
と
い
う
。
「
霊
は
白
い
」
の
よ
う
に
意
味
論
的

概
念
を
含
ま
な
い
文
は
「
非
意
味
論
的
文
」
と
い
い
、
こ
の
種
の
文
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
事
実
は
「
非
意
味
論
的
事
実
（
外
的
事
実
）
」

　
へ
　
　
　
　
む

と
し
う

　
T
－
等
値
文
が
規
定
す
る
個
々
の
文
の
真
理
性
に
対
す
る
基
本
的
直
観
を
拡
張
し
て
い
く
と
、
あ
る
雷
語
の
真
理
を
定
義
す
る
と
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
言
語
の
す
べ
て
の
文
に
つ
い
て
の
T
－
等
値
文
を
枚
挙
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
真
理
述
語
の
外
延
が
一
意
的
に
確
定
す
る
。
そ
し

て
、
定
義
さ
れ
た
真
理
概
念
が
実
質
的
に
適
切
で
あ
る
の
は
、
そ
こ
か
ら
そ
の
言
語
の
す
べ
て
の
文
に
つ
い
て
の
T
－
等
値
文
が
導
出
さ
れ

　
　
　
　
　
（
6
V

る
と
き
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
意
味
論
的
真
理
は
、
素
朴
な
真
理
を
反
映
す
る
べ
く
定
義
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
タ
ル
ス
キ
は
同
時
に
、
意
味
論
的
真
理
は

循
環
表
現
に
適
用
す
る
と
矛
盾
す
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
文
B
が
「
β
は
真
で
は
な
い
」
を
指
示
し
、
β
が
真
で
は
な
い
こ
と
を
自
己

雷
及
的
に
主
張
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
こ
の
と
き
、
文
B
に
つ
い
て
の
T
－
等
値
文
、

　
　
・
『
β
が
真
で
は
な
い
』
が
真
で
あ
る
の
は
、
B
が
真
で
は
な
い
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
（
7
）

は
矛
盾
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
T
－
等
値
文
を
つ
く
る
文
が
言
語
に
存
在
す
る
と
き
、
真
理
述
語
の
外
延
は
一

意
的
に
確
定
し
な
い
。

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

一
二
三
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一
二
四

　
タ
ル
ス
キ
は
、
言
語
が
意
味
論
的
に
閉
じ
て
い
て
、
古
典
論
理
法
則
が
成
立
す
る
と
き
に
そ
の
言
語
に
お
い
て
真
理
は
矛
盾
す
る
と
結
論

す
る
。
「
意
味
論
的
に
閉
じ
た
言
語
」
（
窪
Φ
沼
ヨ
弩
甑
。
餌
ξ
o
δ
ω
①
鳥
巨
お
轟
ひ
q
①
）
は
、
そ
の
雷
語
に
属
す
る
表
現
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
表
現

の
名
前
を
含
み
、
そ
の
言
語
に
か
か
わ
る
語
「
真
」
の
よ
う
な
意
味
論
的
語
も
含
み
、
か
つ
語
「
真
」
の
適
合
的
な
用
法
を
規
定
す
る
文
を

肯
定
す
る
よ
う
な
言
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
表
現
力
が
強
い
言
語
で
は
、
上
の
例
の
よ
う
な
循
環
表
現
B
が
構
成
で
き
、
さ
ら
に
そ
れ
に

つ
い
て
の
矛
盾
し
た
ア
ー
等
値
文
ま
で
す
べ
て
正
し
い
文
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
タ
ル
ス
キ
は
病
理
性
へ
の
対
処
と
し
て
、
言
語
を
「
対
象
言
語
」
と
「
メ
タ
言
語
」
に
階
層
化
し
、
真
理
定
義
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語

が
意
味
論
的
に
閉
じ
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
を
考
案
す
る
。
対
象
言
語
は
、
意
味
論
的
関
係
を
一
切
表
現
で
き
な
い
よ
う
に
語
彙
を
十
分
に

制
限
さ
れ
た
雷
語
で
あ
り
、
メ
タ
言
語
は
、
対
象
言
語
に
齋
及
す
る
の
に
十
分
な
語
彙
を
与
え
ら
れ
た
雷
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、
真
理
述
語

は
対
象
善
零
細
そ
れ
自
身
に
お
い
て
で
は
な
く
、
メ
タ
言
語
に
お
い
て
対
象
齋
語
に
雷
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
文

「
雪
は
磁
い
」
が
対
象
言
語
賜
の
文
と
す
る
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
真
理
述
語
を
規
定
す
る
T
－
等
値
文
「
『
雪
が
白
い
隔
が
真
で
あ
る
の

は
、
雪
が
白
い
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
偏
は
メ
タ
言
語
ム
の
文
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
対
象
言
語
は
自
身
に
つ
い
て
の
真
理

述
語
を
含
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
タ
ル
ス
キ
の
定
義
理
論
で
定
義
さ
れ
る
真
理
述
語
は
循
環
表
現
を
作
る
こ
と
が
で
き
な

い
。　

タ
ル
ス
キ
の
真
理
定
義
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
真
理
述
語
は
、
素
朴
な
真
理
の
四
つ
の
性
質
を
満
た
し
無
矛
盾
だ
が
、
非
循
環
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
血
書
階
層
は
結
局
、
T
－
等
値
文
の
実
質
的
等
値
の
両
辺
に
真
理
述
語
が
現
れ
る
と
い
う
文
の
統
語
論
的
な
循
環
性
を
基
準
と
し
て

循
環
表
現
を
検
出
し
排
除
し
て
い
る
。
こ
の
基
準
が
強
す
ぎ
る
こ
と
は
、
日
常
的
な
表
現
で
あ
る
文
「
A
の
雷
明
は
す
べ
て
真
で
あ
る
」
に

現
れ
る
真
理
述
語
も
、
循
環
的
と
見
な
さ
れ
排
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
で
タ
ル
ス
キ
の
真
理
述
語
で
は
、
私
た
ち
の

真
理
概
念
の
日
常
的
な
語
法
の
多
く
を
表
現
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
タ
ル
ス
キ
の
転
語
階
層
は
、
日
常
的
で
非
病
理
的
な
真

理
を
定
義
す
る
と
い
う
課
題
に
対
す
る
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
。
確
か
に
、
素
朴
な
真
理
と
循
環
表
現
が
組
み
合
わ
さ
る
と
真
理
は



病
理
的
に
振
舞
う
。
し
か
し
、
真
理
述
語
を
含
む
す
べ
て
の
文
が
無
差
別
に
病
理
的
に
振
舞
う
の
で
は
な
く
、
非
病
理
的
で
安
全
な
文
が
存

在
し
、
例
え
ば
言
語
階
層
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
よ
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
病
理
的
な
文
と
非
病
理
的
な
文

の
分
類
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
な
の
か
と
い
う
哲
学
的
な
関
心
が
生
じ
る
。
と
い
う
の
は
、
日
常
的
で
か
つ
無
矛
盾
な
真
理
を
定
義
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
両
者
を
区
別
す
る
原
理
が
わ
か
れ
ば
、
真
理
の
病
理
性
に
よ
り
よ
い
説
明
が
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
し
、

さ
ら
に
真
理
概
念
の
総
体
的
な
理
解
に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
タ
ル
ス
キ
の
言
語
階
層
は
「
言
及
さ
れ
る
も
の
」
（
対
象
雷
語
）
と
「
言
及
す
る
も
の
」
（
メ
タ
三
型
）
か
ら
な
る
意
味
論
階
層
で
あ
り
、

真
理
述
語
の
正
し
い
脱
引
用
関
係
を
保
証
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
タ
ル
ス
キ
が
文
を
分
類
す
る
際
に
依
拠
し
て
い

る
の
は
、
言
語
的
な
世
界
と
非
言
語
的
で
外
的
事
実
の
世
界
と
の
峻
別
、
言
い
換
え
れ
ば
意
味
論
的
事
実
と
非
意
味
論
的
事
実
と
の
区
別
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
真
理
の
不
動
点
理
論

　
三
－
一
　
ク
リ
プ
キ
の
真
理
理
論

　
真
理
と
病
理
性
の
理
論
を
、
タ
ル
ス
キ
と
は
異
な
る
定
義
理
論
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
の
は
、
ク
リ
プ
キ
の
～
九
七
五
年
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
｝

文
「
真
理
理
論
の
概
略
」
（
．
．
○
耳
｝
貯
①
o
h
四
葺
①
o
曼
。
暁
q
門
脈
『
）
で
あ
る
。
タ
ル
ス
キ
の
真
理
定
義
で
は
、
無
矛
盾
な
真
理
を
定
義
す
る
た

め
に
言
語
階
層
に
よ
っ
て
循
環
表
現
が
排
除
さ
れ
て
い
た
が
、
ク
リ
プ
キ
は
二
つ
の
理
由
か
ら
言
語
階
層
を
批
判
す
る
。
第
一
に
、
循
環
表

現
を
理
論
対
象
か
ら
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
問
違
っ
て
い
る
。
循
環
表
現
は
、
典
型
的
な
悪
循
環
で
あ
る
う
そ
つ
き
文
も
含
め
て
日
常
的

で
有
意
味
な
表
現
な
の
で
、
真
理
理
論
は
循
環
表
現
も
許
容
し
解
釈
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
循
環
的
な
真
理
述
語
が
定
義
で
き

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
確
か
に
言
語
階
層
に
よ
っ
て
パ
ラ
ド
ク
ス
は
闘
避
で
き
る
が
、
こ
れ
は
パ
ラ
ド
ク
ス
の
適
切
な
理
解
に
基

づ
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
か
ら
取
り
出
し
た
次
の
三
つ
の
文
の
み
か
ら
な
る
次
の
よ
う
な
対
話
が
あ
る
。

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

一
二
五
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一
二
六

　
　
・
A
の
発
話
…
…
（
a
1
）
雪
は
常
に
黒
い
。
　
（
偽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a
3
）
B
の
言
明
に
は
真
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
　
（
～
）

　
　
・
B
の
発
話
…
…
（
b
2
）
A
の
言
明
の
た
か
だ
か
一
つ
が
真
で
あ
る
。
　
（
P
）

五
つ
の
文
か
ら
な
る
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
で
は
文
（
a
3
）
、
（
b
2
）
の
真
理
値
は
確
定
し
た
が
、
こ
の
対
話
で
は
二
つ
の
文
の
真
理
値
は
循

環
す
る
。
（
b
2
）
を
真
と
仮
定
す
る
。
す
る
と
（
a
3
）
は
真
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
（
a
3
）
が
真
な
ら
ば
、
B
の
忌
明
に
は
真
で

な
い
も
の
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
（
b
2
）
は
偽
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
（
b
2
）
が
偽
な
ら
ぽ
A
の
言
明
に
は
真
で
あ
る
も
の

は
一
つ
も
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
（
a
3
）
は
偽
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
（
b
2
）
は
真
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
ク
リ
プ
キ
は
こ
の
経
験
的
パ
ラ
ド
ク
ス
の
例
か
ら
、
（
a
3
）
や
（
b
2
）
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
循
環
表
現
と
は
思
わ
れ
な
い
文
で
も
、

発
話
状
況
に
応
じ
て
病
理
的
に
振
舞
い
う
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
あ
る
文
が
病
理
的
か
ど
う
か
は
、
指
継
階
層
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
鰯
々

の
文
そ
れ
自
体
の
統
語
論
的
あ
る
い
は
意
味
論
的
な
特
微
に
よ
っ
て
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
雷
語
階
層
を
使
わ
ず
循
環
的
な
真
理
述
語
を
定
義
で
き
る
真
理
定
義
が
ク
リ
プ
キ
の
目
標
と
な
る
。
ク
リ
プ
キ
が
モ
デ
ル
化

し
よ
う
と
す
る
真
理
観
は
、
真
理
述
語
の
語
法
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
例
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
真
理
述
語
の
使
い
方
を
知
ら
な
い
人
を
想
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
。
彼
は
外
的
事
実
に
つ
い
て
の
知
識
は
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
基
底
（
α
q
民
。
§
鳥
）
と
す
る
。
そ
し
て
文
に
は
レ
ベ
ル
が
割
り
当
て
ら
れ

て
い
る
と
す
る
。
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
第
一
段
階
で
、
彼
は
基
底
に
基
づ
い
て
レ
ベ
ル
0
の
非
意
味
論
的
文
に
真
偽
を
割
り
歯
て
る
。
し
か
し
、

こ
の
段
階
で
は
ま
だ
真
理
述
語
の
語
法
を
知
ら
な
い
の
で
、
真
理
述
語
を
含
む
文
に
は
真
偽
を
割
り
当
て
ら
れ
な
い
。
次
の
段
階
で
、
彼
は

以
下
の
よ
う
な
真
理
述
語
の
語
法
を
教
わ
る
。

　
　
1
　
主
張
さ
れ
た
文
～
は
、
そ
の
主
張
内
容
が
事
実
と
し
て
成
立
し
て
い
る
な
ら
ぽ
、
真
と
宣
雷
さ
れ
る
。

　
　
2
　
否
認
さ
れ
た
文
S
は
、
そ
の
否
認
さ
れ
た
内
容
が
事
実
と
し
て
成
立
し
て
い
る
な
ら
ば
、
偽
と
宣
欝
さ
れ
る
。

　
　
3
　
文
S
が
主
張
さ
れ
て
も
、
そ
の
主
張
内
容
が
事
実
と
し
て
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
な
ら
ば
、
文
S
に
対
し
て
真
偽



　
　
　
　
は
宣
言
さ
れ
な
い
。

こ
の
規
則
と
既
に
わ
か
っ
て
い
る
レ
ベ
ル
0
の
文
の
真
偽
を
使
っ
て
、
彼
は
レ
ベ
ル
ー
の
文
に
真
偽
を
宣
言
す
る
。
次
に
、
既
に
わ
か
っ
て

い
る
文
の
真
偽
と
規
則
を
使
っ
て
、
レ
ベ
ル
2
の
文
に
真
偽
を
宣
言
す
る
。
以
下
同
様
に
、
外
的
事
実
に
つ
い
て
の
知
識
を
根
拠
に
繰
り
返

し
規
則
を
適
用
し
て
、
低
次
の
文
か
ら
よ
り
高
次
の
文
へ
と
段
階
的
に
真
偽
を
宣
言
し
て
い
く
。

　
ク
リ
プ
キ
が
提
示
し
た
規
則
は
、
文
の
真
偽
が
、
そ
の
主
張
内
容
を
介
し
て
別
の
文
の
真
偽
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
意
味
論
的
従
属
関

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

係
を
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
に
お
け
る
文
（
a
3
）
の
真
偽
は
、
そ
の
主
張
内
容
か
ら
B
の
発
話
（
b
1
）
、
（
b

2
）
の
真
偽
に
依
存
す
る
。
そ
し
て
従
属
関
係
を
使
う
と
、
文
の
意
味
論
的
振
る
舞
い
が
発
話
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
も
説
明
で
き

る
。
例
え
ば
、
経
験
的
パ
ラ
ド
ク
ス
に
お
け
る
文
（
a
3
）
の
真
偽
は
、
（
b
2
）
の
真
偽
の
み
に
従
属
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
が

病
理
的
に
振
舞
う
か
そ
う
で
な
い
か
を
左
右
す
る
発
話
状
況
の
違
い
は
、
従
属
関
係
の
違
い
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
対
話
に

お
い
て
文
（
a
3
）
、
（
b
2
）
が
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
の
は
、
こ
の
二
つ
の
文
が
相
互
に
従
属
し
あ
い
悪
循
環
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
三
－
二
　
最
小
不
動
点
言
語
の
定
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
V

　
ク
リ
プ
キ
の
真
理
述
語
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
直
観
的
な
真
理
観
は
、
最
小
不
動
点
言
語
と
し
て
モ
デ
ル
化
さ
れ
る
。

　
言
語
ゐ
は
一
階
標
準
言
語
で
、
算
術
な
ど
自
身
の
統
語
論
を
記
述
す
る
道
具
立
て
を
含
む
。
言
語
乙
に
述
語
窃
（
㎏
）
を
付
加
し
て
拡
張

さ
れ
た
言
語
を
か
と
す
る
。
こ
の
述
語
O
（
㎏
）
が
、
あ
と
で
真
理
述
語
『
（
8
）
と
し
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
述
語
で
あ
る
。
言
語
L

は
古
典
二
値
モ
デ
ル
ミ
陛
く
b
”
◇
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
個
体
領
域
D
は
が
の
す
べ
て
の
文
（
の
名
前
）
を
含
み
、
定
項
解

釈
1
は
五
の
定
項
に
対
し
古
典
的
解
釈
を
与
え
る
と
す
る
。
述
語
O
（
鞠
）
は
関
数
映
b
↓
｛
ρ
静
‘
｝
に
よ
っ
て
、
t
（
真
で
あ
る
）
、
f

（
偽
で
あ
る
）
の
真
偽
二
値
に
、
真
で
も
偽
で
も
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
真
理
値
ギ
ャ
ッ
プ
u
（
真
理
値
未
定
義
で
あ
る
）
を
付
加
し
た
三

値
で
解
釈
さ
れ
る
。
真
理
値
ギ
ャ
ッ
プ
u
は
、
ク
リ
プ
キ
の
文
の
真
理
性
の
規
則
（
3
）
を
表
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
。

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

＝
｝
七
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し
た
が
っ
て
拡
張
さ
れ
た
言
語
が
は
モ
デ
ル
ミ
＋
も
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
三
値
で
解
釈
さ
れ
る
か
の
文
は
古
典
二
値

付
値
関
数
に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
真
理
値
ギ
ャ
ッ
プ
を
許
容
す
る
付
値
関
数
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
付
値
関
数
は
複
数
あ
る
が
、
単
調
で
あ
れ
ぽ
何
で
も
よ
い
。
付
値
関
数
〆
が
単
調
で
あ
る
の
は
、
真
理
値
t
、
f
、
u
の
間
に
｛
窪
賦
戸

¢
臥
ゆ
と
い
う
順
序
関
係
が
あ
る
と
き
に
、
～
が
こ
の
順
序
関
係
を
保
存
す
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
v
を
真
理
値
を
値
と
す
る
変
数
と
す
る

と
、
＜
牽
く
、
『
：
”
＜
二
五
く
、
コ
な
ら
ば
、
＼
（
く
『
：
鴇
く
コ
）
汰
＼
（
＜
、
一
一
…
”
く
、
二
）
で
あ
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ク
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ー
ネ
の
強
三
値
付
値
関
数
κ
に
従
う
。

　
文
く
8
、
（
8
）
が
t
を
割
り
当
て
ら
れ
る
の
は
、
す
べ
て
の
二
選
定
項
魯
m
b
に
対
し
て
N
（
曳
貸
）
）
藝
θ
で
あ
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と

き
の
み
で
あ
る
。
文
く
8
、
（
融
）
が
f
を
割
り
当
て
ら
れ
る
の
は
、
あ
る
個
体
定
項
黛
m
b
に
対
し
て
㌧
（
、
（
簿
）
）
1
一
け
で
あ
る
と
き
、
そ
し

カ＞q

σ t　f　u

ρ　t t　　t　　t

f と　f　u
u t　u　　u

’
I
　
t
　
　
U

一力

p t

f

u

て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
と
き
、
文
く
㎏
、
（
8
）
は
u
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た

言
語
を
総
＋
口
〈
卜
諺
ミ
十
攣
≧
〉
と
表
記
す
る
。

　
文
の
真
理
性
の
規
則
は
「
ジ
ャ
ソ
ブ
関
数
懲
と
し
て
形
式
化
さ
れ
る
。
ジ
ャ
ン
プ
関
数
謝
は
述
語
O
（
融
）

の
解
釈
9
の
集
合
G
上
で
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
あ
る
解
釈
σ
か
ら
別
の
解
釈
．
9
を
つ
く
る
操
作
で
あ
り
、
す
で
に
真
偽
が
確
定
し
て
い
る
文
に
つ
い

て
の
知
識
（
解
釈
9
）
を
根
拠
に
、
規
則
を
適
用
し
て
新
た
な
文
に
真
偽
を
宣
干
す
る
（
そ
の
結
果
、
新
た
な

解
釈
9
を
得
る
）
行
為
に
相
当
す
る
。

　
ジ
ャ
ン
プ
関
数
翻
は
付
値
関
数
κ
の
単
調
性
に
よ
り
単
調
関
数
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
翻
に
は
不
動
点



9
が
存
在
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
解
釈
9
が
ジ
ャ
ン
プ
関
数
翻
の
不
動
点
で
あ
る
と
は
、
蓑
（
賢
）
1
1
鴨
で
あ
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

き
の
み
で
あ
る
。
不
動
点
の
重
要
性
は
、
述
語
O
（
鷺
）
は
不
動
点
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
、
言
語
ノ
の
真

理
述
語
↓
（
融
）
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
文
S
の
モ
デ
ル
ミ
＋
喚
で
の
真
理
値
を
ぶ
、
＋
象
切
）
と
表
わ
す
な
ら
ぽ
、

述
語
O
（
融
）
は
不
動
点
9
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
、
警
語
触
＋
1
1
〈
卜
！
ミ
＋
摯
≧
〉
の
す
べ
て
の
文
～
に

対
し
て
、
意
昧
論
的
閉
包
条
件
、

　
　
さ
＋
婚
（
↓
（
「
鎗
）
）
＋
ぎ
＋
Q
（
い
）
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

が
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
語
O
（
聴
）
を
齪
－
不
動
点
9
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
と
き
、
総
．
1
1
〈
卜
、
ー
ミ
＋
筆
鳶
V
を
枷
－
不

動
点
言
語
と
い
う
。
　
翻
－
不
動
点
言
語
砂
は
自
身
の
真
理
述
語
を
無
矛
盾
に
含
み
、
個
体
領
域
D
に
す
べ
て
の
文
の
名
前
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
循
環
表
現
を
形
式
化
で
き
る
。
例
え
ば
う
そ
つ
き
文
B
は
式
b
U
1
1
」
↓
（
「
亡
○
」
）
、
ほ
ん
と
っ
き
文
は
》
1
1
↓
（
「
諺
」
）
と
表
現
さ
れ
る
。

　
真
理
述
語
定
義
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
謝
－
ジ
ャ
ン
プ
関
数
の
不
動
点
の
存
在
は
、
真
理
述
語
に
確
定
的
外
延
を
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と

を
意
味
し
、
無
矛
盾
な
真
理
述
語
が
定
義
さ
れ
る
。
し
か
し
一
般
に
ジ
ャ
ン
プ
関
数
に
対
し
て
不
動
点
族
が
存
在
し
、
各
不
動
点
が
そ
れ
ぞ

れ
に
真
理
述
語
の
解
釈
を
与
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
真
理
述
語
の
意
味
論
的
解
釈
は
一
意
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
中
で
も
、
ク
リ

プ
キ
の
真
理
理
論
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
最
小
不
動
点
で
あ
る
。
最
小
不
動
点
は
次
の
よ
う
に
帰
納
的
に
も
定
義
さ
れ
、
こ
れ
が
先
述
の
学

習
プ
ロ
セ
ス
の
モ
デ
ル
化
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
述
語
O
（
8
）
の
解
釈
の
集
合
G
か
ら
、
特
に
、
初
期
解
釈
と
し
て
魯
”
b
↓
安
｝
を
と
る
。

こ
の
と
き
、
言
語
掩
．
1
1
〈
卜
汁
ミ
十
魯
讐
鳶
〉
は
、
非
意
味
論
右
文
で
あ
る
五
の
す
べ
て
の
文
に
対
し
て
は
古
典
モ
デ
ル
M
に
よ
っ
て
真
理

値
t
、
ま
た
は
f
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
意
味
論
的
野
は
真
理
値
未
定
義
u
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
学
習
プ

ロ
セ
ス
で
の
真
理
述
語
の
使
い
方
を
全
く
知
ら
な
い
と
い
う
第
一
段
階
に
対
応
す
る
。
こ
の
初
期
解
釈
魯
　
b
↓
倉
｝
に
対
し
て
ジ
ャ
ン
プ

関
数
を
重
複
し
て
適
用
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
の
系
列
＼
1
一
〈
讐
胴
慾
『
．
．
．
》
鳴
8
．
．
齢
〉
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
系
列
は
、
規
則
を
繰
り

返
し
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
文
に
真
偽
を
宣
言
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
関
数
翻
の
単
調
性
と
初
期
解
釈
の
の
性
質
か

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

一
二
九
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ら
、
ジ
ャ
ン
プ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
こ
の
系
列
ノ
は
単
調
増
加
系
列
で
あ
る
。
こ
の
性
質
か
ら
、
系
列
ノ
は
超
限
帰
納
法
に
よ
っ
て
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

う
に
定
義
さ
れ
、
こ
の
系
列
の
極
限
と
し
て
最
小
不
動
点
が
定
義
さ
れ
る
。

　
　
1
　
痩
誌
も
＋
回
の
と
き
、
＄
1
1
§
（
讐
）
、

　
　
2
　
黛
m
じ
§
の
と
き
、
讐
蕪
⊂
｛
書
一
も
く
黛
｝
。

　
ク
リ
プ
キ
は
不
動
点
族
の
考
察
か
ら
、
次
の
よ
う
に
意
昧
論
的
概
念
を
定
義
す
る
。
「
有
基
底
的
文
」
（
嗅
。
§
号
創
ω
①
簿
①
H
8
Φ
）
は
最
小

不
動
点
に
お
い
て
真
理
値
t
ま
た
は
f
を
割
り
当
て
ら
れ
る
文
で
あ
る
。
有
基
底
的
な
文
は
、
あ
ら
ゆ
る
不
動
点
言
語
に
お
い
て
最
小
不
動

点
言
語
で
の
真
理
値
と
同
じ
値
を
持
つ
。
「
無
基
底
的
文
」
（
§
σ
q
δ
二
目
巴
ω
①
暮
窪
。
①
）
は
、
最
小
不
動
点
で
真
理
値
未
定
義
u
の
文
で
あ

る
。
門
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
文
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
不
動
点
で
真
理
値
未
定
義
の
文
で
あ
る
。

　
三
－
三
　
病
理
性
へ
の
古
典
的
対
処

　
ク
リ
プ
キ
の
真
理
理
論
で
は
、
基
底
と
し
て
外
的
事
実
の
み
が
認
め
ら
れ
、
例
え
ば
う
そ
つ
き
文
の
パ
ラ
ド
ク
ス
で
使
わ
れ
て
い
る
「
う

そ
つ
き
文
は
真
で
あ
る
」
の
よ
う
な
意
味
論
的
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
不
動
点
理
論
に
お
け
る
古
典
モ
デ
ル
躍
は
非
意
味
論
雲
南

に
解
釈
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
外
的
事
実
の
形
式
的
な
対
応
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
ク
リ
プ
キ
の
糞
理
理
論
で
は
、

文
が
非
病
理
的
で
あ
る
の
は
、
そ
の
文
が
有
基
底
的
で
あ
る
と
き
、
す
な
わ
ち
文
の
真
理
性
が
外
的
事
実
の
み
に
基
づ
い
て
い
る
と
き
、
そ

し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

　
ク
リ
プ
キ
の
真
理
理
論
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
循
環
表
現
も
理
論
対
象
で
あ
る
が
、
病
理
的
な
文
は
真
理
値
を
持
た
な
い
と
解
釈
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
う
そ
つ
き
文
は
、
素
朴
な
真
理
観
の
も
と
で
は
真
理
値
循
環
し
矛
盾
を
導
く
。
こ
れ
に
対
し
、
最
小
不
動

点
言
語
も
覆
め
て
あ
ら
ゆ
る
欄
－
不
動
点
言
語
に
お
い
て
、
う
そ
つ
き
文
b
d
襲
」
S
（
「
切
」
）
は
真
理
値
u
な
の
で
、
矛
盾
を
導
か
な
い
。

う
そ
つ
き
文
は
無
基
底
的
か
つ
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
と
分
類
さ
れ
、
外
的
事
実
と
の
対
応
に
よ
っ
て
真
理
値
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、



こ
の
文
に
整
合
的
な
真
理
値
を
割
り
当
て
る
方
法
も
な
い
。
他
方
、
同
じ
循
環
表
現
で
も
、
ほ
ん
と
っ
き
文
》
1
1
S
（
「
》
」
）
は
最
小
不
動

点
で
は
真
理
値
u
な
の
で
無
基
底
的
だ
が
、
あ
る
不
動
点
で
は
t
で
あ
り
別
の
不
動
点
で
は
f
で
あ
り
う
る
の
で
、
非
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
非
意
味
論
的
事
実
と
の
対
応
に
基
づ
い
て
真
理
値
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
文
に
整
合
的
に
真
理
値
を
割

り
当
て
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ク
リ
プ
キ
の
不
動
点
言
語
に
お
け
る
真
理
述
語
は
、
循
環
的
で
無
矛
盾
だ
が
古
典
二
値
性
は

成
立
し
な
い
。

　
ク
リ
プ
キ
の
真
理
理
論
は
、
病
理
性
の
分
析
だ
け
で
な
く
真
理
概
念
そ
れ
自
体
の
分
析
に
つ
い
て
も
、
タ
ル
ス
キ
の
真
理
定
義
を
大
き
く

発
展
さ
せ
た
。
し
か
し
、
両
理
論
の
真
理
の
病
理
性
の
理
解
と
対
処
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
ど
ち
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
や
り
方

で
で
は
あ
る
が
、
対
応
真
理
説
の
直
観
を
尊
重
し
て
い
る
。
次
に
、
ど
ち
ら
も
外
的
事
実
と
言
語
的
事
実
と
の
区
別
を
設
定
し
、
非
病
理
的

な
文
は
外
的
事
実
の
み
と
の
対
応
に
よ
っ
て
真
理
値
が
確
定
す
る
文
と
さ
れ
る
。
こ
の
分
類
の
原
理
は
、
タ
ル
ス
キ
の
理
論
で
は
「
非
意
味

論
的
・
意
味
論
的
」
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
。
ク
リ
プ
キ
の
「
有
無
蔓
性
・
無
基
底
性
」
と
い
う
区
別
も
、
言
語
的
事
実

と
非
言
語
的
事
実
の
区
別
に
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
も
真
理
の
悪
循
環
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
矛
盾
な
真
理
述
語
を
定

義
す
る
。

　
病
理
性
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
対
処
法
を
「
古
典
的
な
対
処
扁
と
す
れ
ば
、
両
者
が
共
に
無
矛
盾
な
真
理
述
語
を
定
義
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
古
典
的
な
対
処
法
が
病
理
島
島
と
非
病
理
上
文
を
区
別
す
る
の
に
十
分
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
多
く
の
研
究
者

が
彼
ら
の
真
理
定
義
は
日
常
的
な
真
理
の
形
式
化
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
に
お
い
て
、

日
常
的
な
真
理
観
で
は
非
病
理
的
と
思
わ
れ
る
文
（
a
2
）
、
（
a
3
）
、
（
b
2
）
が
、
ク
リ
プ
キ
の
真
理
理
論
で
は
無
基
底
的
と
分
類
さ
れ

る
。
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
に
お
け
る
文
（
a
3
）
の
真
偽
は
、
そ
の
主
張
内
容
か
ら
B
の
発
話
（
b
1
）
、
（
b
2
）
の
真
偽
に
依
存
す
る
。
し

か
し
、
（
b
2
）
の
真
偽
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
（
a
3
）
の
真
偽
は
規
則
（
3
）
に
よ
り
宣
言
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
最
小
不
動
点
に

お
い
て
真
理
値
は
u
で
あ
る
。
グ
プ
タ
の
主
張
は
、
有
基
底
性
が
日
常
的
な
意
味
で
の
非
病
理
性
の
一
部
し
か
捉
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

＝
一
＝
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二
二

で
あ
る
。
有
基
底
的
な
文
が
、
日
常
的
な
真
理
外
の
も
と
で
も
非
病
理
的
で
あ
る
こ
と
は
グ
プ
タ
も
認
め
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
直
観
的

な
真
理
に
よ
る
推
論
は
、
外
的
事
実
を
基
底
と
し
て
低
次
の
レ
ベ
ル
の
文
か
ら
高
次
の
文
へ
と
な
さ
れ
る
階
層
構
造
を
持
つ
と
す
る
有
基
底

性
の
モ
デ
ル
で
は
捉
え
き
る
こ
と
の
で
き
な
い
語
法
も
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
四
　
真
理
の
改
訂
理
論

　
四
－
㎜
　
真
理
の
循
環
的
定
義
と
改
訂

　
真
理
の
改
訂
理
論
は
、
一
九
八
○
年
代
に
グ
プ
タ
と
ハ
ー
ツ
バ
…
ガ
ー
、
ベ
ル
ナ
ッ
プ
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
古
典
二
値
ジ
ャ
ン
プ
関
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

理
論
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
グ
プ
タ
と
ベ
ル
ナ
ッ
プ
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
、
～
九
九
三
年
の
『
真
理
の
改
訂
理
論
』

（．．

~
ミ
肉
ミ
乾
§
§
§
2
ミ
§
ミ
ミ
．
）
に
お
い
て
循
環
的
定
義
理
論
の
応
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
真
理
の
改
訂
理
論
で
は
、
真
理
は
循
環
概
念
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
循
環
性
を
真
理
の
中
心
的
な
性
質
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
病
理
的
振
る
舞
い
の
説
明
だ
け
で
は
な
く
真
理
概
念
の
総
体
的
な
理
解
が
得
ら
れ
る
と
い
う
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ

し
て
、
タ
ル
ス
キ
の
7
－
等
値
文
を
真
理
の
定
義
と
し
て
尊
重
す
る
。
し
か
し
、
T
－
等
値
文
を
タ
ル
ス
キ
の
よ
う
に
実
質
的
等
値
“
⑦
”

に
よ
っ
て
形
式
化
す
る
と
循
環
表
現
は
す
べ
て
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
循
環
的
推
論
を
表
現
す
る
た
め
に
新
た
に
考
案
さ
れ
た
論
理
記

号
「
定
義
的
等
値
篇
　
φ
・
↓
ミ
”
に
よ
っ
て
、

　
　
S
（
「
竺
）
↑
ミ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
　
（
1
5
）

と
形
式
化
す
る
。
式
（
4
）
が
「
真
理
の
循
環
的
定
義
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
真
理
は
循
環
概
念
で
あ
る
か
ら
、
病
理
的
に
振
舞
う
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
真
理
が
矛
盾
し
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
真
理
の
循
環
的
定
義
は
、
内
包
と
し
て
真
理

の
改
訂
規
則
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
真
理
の
改
訂
規
則
は
、
ク
リ
プ
キ
の
与
え
た
型
鋼
に
加
え
て
、
仮
説
的
な
使
用
も
認
め
た
規
則
と
見
な
す



こ
と
が
で
き
る
。
規
則
の
仮
説
的
使
用
と
は
、
「
も
し
文
S
が
真
（
ま
た
は
偽
）
な
ら
ぽ
…
…
」
の
よ
う
に
、
真
偽
が
未
知
の
文
に
対
し
て

任
意
に
真
偽
を
仮
定
し
推
論
す
る
語
法
で
あ
る
。
グ
プ
タ
は
、
ク
リ
プ
キ
の
有
基
底
的
な
真
理
が
日
常
的
な
真
理
観
を
捉
え
切
れ
な
い
の
は
、

う
そ
つ
き
文
の
パ
ラ
ド
ク
ス
で
の
「
も
し
う
そ
つ
き
文
が
真
だ
と
仮
定
す
る
と
」
や
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
で
の
「
も
し
（
b
2
）
が
真
で
あ
る

な
ら
ぽ
（
A
は
（
a
2
）
と
（
a
3
）
の
両
方
を
主
張
す
る
こ
と
で
矛
盾
し
て
い
る
）
」
の
よ
う
な
、
文
の
真
理
性
の
規
則
の
仮
説
的
使
用
が

認
め
ら
れ
な
い
た
め
だ
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
仮
説
的
推
論
は
、
任
意
に
仮
定
さ
れ
た
真
理
値
に
相
対
約
に
な
さ
れ
る
の
で
、
導
か
れ
る
帰
結
も
仮
説
が
も
つ
恣
意
性
を
含

ま
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
恣
意
性
も
、
改
訂
規
則
を
繰
り
返
し
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
よ
り
よ
い
仮
説
に
な
っ

て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
十
分
に
改
訂
さ
れ
た
仮
説
は
、
確
実
で
正
し
い
帰
結
の
候
補
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
分
に
改
訂
さ
れ
た
あ
ら
ゆ

る
仮
説
を
相
互
比
較
し
、
こ
れ
ら
の
い
か
な
る
仮
説
に
お
い
て
も
真
で
あ
る
文
、
そ
し
て
そ
れ
の
み
を
定
言
的
に
真
で
あ
る
文
と
判
断
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
循
環
的
定
義
の
も
と
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
文
が
で
た
ら
め
に
病
理
的
に
振
舞
う
わ
け
で
は
な
く
、
定
雷
的
な
文
、
言
い
か
え
れ

ば
非
病
理
的
な
文
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
改
訂
意
味
論
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

　
四
－
二
　
改
訂
意
味
論
体
系
畔
、
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
こ
こ
で
は
改
訂
理
論
の
意
味
論
に
焦
点
を
あ
て
て
、
こ
の
理
論
を
形
式
化
す
る
。
改
訂
意
味
論
体
系
は
、
不
動
点
雷
語
の
拡
張
で
あ
る
。

解
釈
さ
れ
た
言
語
楡
．
1
1
〈
ト
け
ミ
昏
乱
峡
〉
を
と
る
。
左
は
言
語
み
に
真
理
述
語
↓
（
8
）
を
付
加
し
て
拡
張
し
た
話
語
で
あ
る
。
真
理
述

語
は
、
次
の
無
限
の
真
理
の
循
環
的
定
義
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
　
↓
（
融
）
‡
ミ
（
8
1
1
．
9
．
＞
9
）
〈
…
〈
（
8
1
1
、
9
、
〉
鉾
）
〈
…
■
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ミ
琵
く
や
◇
は
不
動
点
理
論
の
場
合
と
同
じ
と
す
る
。
真
理
述
語
↓
（
8
）
は
真
偽
二
値
で
解
釈
さ
れ
、
そ
の
解
釈
関
数
は
「
仮
説
」
と
よ

ば
れ
壽
n
b
↓
｛
け
漏
｝
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
言
語
か
は
モ
デ
ル
ミ
＋
譜
に
よ
っ
て
古
典
二
値
解
釈
さ
れ
、
古
典
二
値
付
値
関
数
τ
に
よ

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

一
三
三
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て
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さ
れ
る
。

　
モ
デ
ル
舷
に
お
け
る
真
理
の
循
環
的
定
義
に
対
す
る
真
理
の
改
訂
規
則
篇
は
、
す
べ
て
の
仮
説
乃
か
ら
な
る
仮
説
集
合
H
上
の
古
典
二
値

ジ
ャ
ン
プ
関
数
で
あ
る
。

箋
の
）
⊥
穀
鹸
鋸
÷
譜
で
真
理
値
な
　
　
（
・
）

　
グ
プ
タ
の
真
理
の
改
訂
に
よ
れ
ば
、
任
意
の
仮
説
ん
は
真
理
の
改
訂
規
則
窟
を
繰
り
返
し
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
第
に
よ
り
よ
い
仮

説
へ
と
改
訂
さ
れ
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
従
っ
て
、
任
意
の
仮
説
ぬ
を
初
期
仮
説
砺
と
し
、
編
へ
の
改
訂
規
則
窟
の
適
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
仮
説
の
系
列
を
改
訂
系
列
p
楡
1
一
愈
9
鳶
ご
婁
…
〉
と
す
る
。
改
訂
系
列
ノ
の
長
さ
ミ
（
樋
）
は
、
極
限
数
か
す
べ
て
の
順
序
数
か
ら
な
る

ク
ラ
ス
9
く
と
す
る
。
隠
”
黛
は
α
ま
で
に
制
限
さ
れ
た
ノ
で
あ
る
（
例
え
ば
陸
1
1
㍉
＋
一
な
ら
ば
、
西
機
7
窺
装
く
鳶
P
鳶
ご
…
ー
ミ
〉
）
。

　
改
訂
系
列
が
表
現
す
る
真
理
の
改
訂
は
、
真
理
値
が
振
動
せ
ず
安
定
的
な
文
と
そ
う
で
な
い
不
安
定
な
文
と
に
分
類
し
て
い
く
過
程
と
も

解
釈
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
改
訂
系
列
は
文
の
意
味
論
的
振
る
舞
い
に
関
す
る
情
報
を
蓄
積
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

改
訂
系
列
の
後
続
順
序
数
レ
ベ
ル
桑
1
1
も
÷
一
の
仮
説
は
、
不
動
点
理
論
の
ジ
ャ
ン
プ
系
列
ノ
の
場
合
と
同
じ
く
ミ
ー
1
軽
（
ミ
）
と
定
義
さ

れ
る
。
他
方
、
極
限
レ
ベ
ル
黛
m
卜
§
の
仮
説
飯
は
そ
れ
以
前
の
す
べ
て
の
仮
説
の
和
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

ナ

9
は
古
典
二
値
解
釈
さ
れ
、
真
理
の
改
訂
規
則
も
古
典
二
値
ジ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
例
・
兄
ぼ
う
そ
っ
き
文
β
は
規
則
の
適
用
ご
と

に
、
も
し
仮
説
妬
に
お
い
て
t
が
調
り
当
て
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
次
の
仮
説
砺
で
は
f
、
妨
で
は
再
び
t
と
い
う
よ
う
に
振
舞
う
。
こ
の

よ
う
に
改
訂
系
列
で
は
、
文
の
真
理
値
循
環
も
系
列
に
お
け
る
仮
説
の
循
環
と
し
て
モ
デ
ル
化
さ
れ
る
の
で
、
不
動
点
の
よ
う
な
特
定
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

釈
に
収
束
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
極
限
レ
ベ
ル
の
仮
説
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
に
安
定
的
に
t
（
ま
た
は
f
）
で
あ
る
文
に
対

し
て
は
、
同
じ
値
が
割
り
当
て
ら
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
・
文
S
が
改
訂
系
列
ク
に
お
い
て
安
定
的
に
t
（
ま
た
は
f
）
で
あ
る
の
は
、
黛
広
も
く
ミ
（
緊
）
で
あ
る
す
べ
て
の
順
序
数
β
に
対
し
て
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
ミ
（
⑦
）
1
一
什
（
｛
）
で
あ
る
よ
う
な
願
序
数
黛
く
ミ
（
緊
）
が
存
在
す
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

　
・
園
1
1
〈
譜
9
譜
ご
婁
…
V
が
伽
に
対
す
る
改
訂
系
列
で
あ
る
の
は
、
あ
る
ぬ
を
砺
と
す
る
と
き
に
、
す
べ
て
の
黛
く
ミ
（
緊
）
に
対
し
て

　
　
ノ
が
次
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
1
　
黛
巨
も
＋
一
の
と
き
、
評
1
1
§
（
諭
）
、

　
　
　
　
2
　
黛
小
卜
§
の
と
き
、
あ
ら
ゆ
る
文
S
に
対
し
て
、
も
し
～
が
緊
憂
に
お
い
て
安
定
的
に
t
（
ま
た
は
f
）
で
あ
る
な
ら
ぽ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
　
　
　
　
ミ
（
⑦
）
1
1
叶
（
h
）
。

　
不
安
定
な
文
に
対
し
て
、
極
限
レ
ベ
ル
で
真
偽
ど
ち
ら
を
割
り
当
て
る
べ
き
か
は
、
真
理
の
改
訂
に
よ
っ
て
は
決
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し

改
訂
系
列
を
定
義
す
る
と
い
う
純
粋
に
形
式
的
観
点
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
文
に
も
ど
ち
ら
か
の
値
を
一
つ
決
め
て
割
り
当
て
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
る
改
訂
系
列
を
定
義
す
る
と
き
に
、
不
安
定
な
文
に
対
す
る
極
限
レ
ベ
ル
で
の
値
の
割
り
当
て
方
を
「
極
限
規
則
」

（一

黷
b
o
眠
け
「
ロ
一
①
）
と
し
て
定
め
る
こ
と
に
す
る
。
様
々
な
立
場
か
ら
、
い
く
つ
か
の
極
限
規
則
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
ベ
ル
ナ
ッ

プ
の
極
限
規
則
は
、
最
も
厳
密
な
定
言
性
を
定
義
す
る
た
め
に
、
不
安
定
な
文
に
つ
い
て
最
も
任
意
に
真
理
値
を
割
り
当
て
る
と
い
う
方
針

　
　
　
　
（
2
0
）

を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ル
ナ
ッ
プ
の
規
則
は
意
味
論
的
に
は
最
も
弱
い
極
限
規
則
と
な
る
が
、
グ
プ
タ
の
真
理
の
改
訂
と
い
う

真
理
観
に
最
も
忠
実
な
改
訂
系
列
を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
1
　
も
し
文
S
が
極
限
レ
ベ
ル
の
仮
説
砺
ま
で
に
安
定
的
に
t
（
ま
た
は
f
）
な
ら
ば
、
S
は
妬
に
お
い
て
t
（
ま
た
は
f
）
を
宣
言
さ

　
　
　
　
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
2
　
そ
れ
以
外
の
と
き
は
、
S
は
妬
に
お
い
て
任
意
の
真
理
値
を
割
り
当
て
る
。

逆
に
、
グ
プ
タ
の
極
限
規
則
は
、
日
常
的
な
真
理
に
限
り
な
く
近
い
寛
容
な
定
言
性
を
定
義
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、

こ
の
規
則
で
は
安
定
性
の
概
念
が
近
似
的
な
安
定
性
へ
と
大
き
く
弱
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
1
　
文
S
が
改
訂
系
列
ノ
に
お
い
て
近
似
的
に
安
定
的
に
t
（
ま
た
は
f
）
で
あ
る
の
は
、
㍉
広
健
く
ミ
（
織
）
で
あ
る
す
べ
て
の
順
序

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

一
三
五
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数
γ
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
謡
y
ミ
に
つ
い
て
ミ
主
（
の
）
目
只
団
）
で
あ
る
よ
う
な
自
然
数
規
が
存
在
す
る
、
そ
の
よ
う
な
順
序

　
　
　
　
数
も
く
ミ
（
楡
）
が
存
在
す
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

　
　
2
　
文
～
が
改
訂
系
列
ノ
に
お
い
て
近
似
的
に
安
定
的
な
の
は
、
t
（
ま
た
は
f
）
に
対
し
て
9
に
お
け
る
S
の
値
が
近
似
的
に
安
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
V

　
　
　
　
的
に
黛
暁
）
で
あ
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

　
極
限
規
則
の
選
択
に
応
じ
て
、
異
な
る
改
訂
意
味
論
体
系
が
定
義
さ
れ
る
。
ベ
ル
ナ
ッ
プ
の
極
限
規
則
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
改
訂
系
列

か
ら
定
義
さ
れ
る
改
訂
意
味
論
体
系
は
磐
で
あ
り
、
グ
プ
タ
の
規
則
か
ら
定
義
さ
れ
る
体
系
は
T
で
あ
る
。
体
系
賢
に
お
け
る
妥
当
性
は

「
反
射
的
仮
説
」
の
概
念
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
（
以
下
、
体
系
γ
の
場
合
は
，
野
’
の
箇
所
を
．
T
、
と
置
き
換
え
れ
ば
よ
い
）
。

　
　
1
　
仮
説
〃
が
改
訂
規
則
窟
に
対
し
て
α
－
反
射
的
で
あ
る
の
は
、
轟
く
ミ
（
⑦
V
か
つ
⑦
。
二
選
二
期
で
あ
る
よ
う
な
伽
に
対
す
る
改

　
　
　
　
訂
系
列
が
存
在
す
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

　
　
2
　
仮
説
〃
が
窟
に
対
し
て
反
射
的
で
あ
る
の
は
、
〃
が
あ
る
α
に
た
い
し
て
α
－
反
射
的
で
あ
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で

　
　
　
　
麺
・

こ
れ
ら
は
初
期
仮
説
の
任
意
性
が
十
分
な
程
度
ま
で
改
訂
さ
れ
、
真
理
述
語
の
正
し
い
解
釈
の
候
補
と
な
る
仮
説
で
あ
る
。
体
系
賢
に
お
け

る
妥
当
性
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

　
　
1
　
文
S
が
㌘
に
お
い
て
モ
デ
ル
醒
で
妥
当
で
あ
る
の
は
、
改
訂
規
則
恥
に
対
し
て
反
射
的
な
す
べ
て
の
仮
説
〃
に
対
し
て
、
S
が
解

　
　
　
　
釈
ミ
÷
鳶
で
真
で
あ
る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

　
　
2
　
文
～
が
㌘
に
お
い
て
妥
当
で
あ
る
の
は
、
み
の
す
べ
て
の
古
典
モ
デ
ル
M
に
対
し
て
S
が
M
に
お
い
て
妥
当
で
あ
る
と
き
、
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
　
　
て
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。

　
体
系
磐
で
は
次
の
よ
う
に
意
味
論
的
概
念
が
定
義
さ
れ
る
。
「
管
－
定
蚕
的
文
（
非
病
理
的
V
」
（
↓
射
ろ
簿
①
α
q
o
「
剛
。
巴
ω
o
暮
①
鵠
8
）
な
文
は
、

体
系
野
で
妥
当
な
文
で
あ
る
。
「
磐
－
病
理
的
弓
篇
（
↓
晶
∴
同
舜
窪
。
δ
α
q
8
巴
ω
①
暮
0
9
①
）
は
、
野
で
非
妥
当
な
文
で
あ
る
。
特
に
「
野
－
パ
ラ



1表

最小不動点言語　ベルナップのT＊　グブタのT＝

グプタのパズル 無基底的 定言的 定雷的
弓矛盾律一転∬（T（x）　A　T（一hix）） 無基底的 病理的 定言的

二値性原理∀妖丁（切V7’（一の） 無基底的 病理的 定言的

妥当性の強弱 有基底的 ⊂T＊一定言的⊂T＝一定言的

ジャンプ関数 真理値ギャップ 古典二値

改訂系列の長さ ωまで OR（すべての順序数のクラス）

ド
ク
シ
カ
ル
な
文
」
は
、
い
か
な
る
ベ
ル
ナ
ッ
プ
の
改
訂
系
列
に
お
い
て
も
不
安
定
な
文
で
あ
る
。
こ
の

体
系
で
は
、
う
そ
つ
き
文
B
は
野
－
病
理
的
か
つ
賢
－
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
、
ほ
ん
と
っ
き
文
A
は
瞥
－
病

理
的
だ
が
㌘
－
非
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
で
あ
る
。

　
改
訂
意
味
論
が
ど
の
程
度
グ
プ
タ
の
目
標
を
達
成
し
て
い
る
か
を
見
て
い
こ
う
。
表
1
は
、
ク
リ
プ
キ

の
働
－
最
小
不
動
点
言
語
、
改
訂
意
味
論
体
系
野
、
T
の
三
体
系
に
つ
い
て
、
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
、
無
矛

盾
律
、
二
値
性
原
理
が
そ
れ
ぞ
れ
定
言
的
・
病
理
的
の
ど
ち
ら
に
分
類
さ
れ
る
か
を
表
わ
す
。
不
動
点
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

語
お
よ
び
改
訂
意
味
論
体
系
で
は
、
耳
語
∬
は
自
身
の
真
理
述
語
↓
（
融
）
を
含
む
の
で
、
こ
の
言
語
に

お
い
て
無
矛
盾
律
は
」
田
題
（
『
（
融
）
〉
員
」
琶
）
）
、
二
値
性
原
理
は
く
8
（
↓
（
8
）
＜
S
（
」
題
）
）
と
形
式
化

さ
れ
る
。
ま
た
、
不
動
点
言
語
は
改
訂
意
味
論
体
系
の
一
例
と
歪
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
ク
リ

プ
キ
の
欄
－
最
小
不
動
点
言
語
は
、
真
理
の
改
訂
規
則
と
し
て
ク
リ
ー
ネ
の
強
三
値
ジ
ャ
ン
プ
を
と
っ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
に
は
系
列
ノ
は
最
初
の
極
限
ω
で
最
小
不
動
点
に
収
束
す
る
。

　
ま
ず
、
真
理
の
改
訂
理
論
は
真
理
が
循
環
概
念
で
あ
っ
て
も
、
非
病
理
的
な
文
が
存
在
す
る
こ
と
を
示

す
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
定
立
的
な
文
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
グ
プ
タ

は
ク
リ
プ
キ
の
有
基
底
性
の
正
当
性
は
認
め
る
が
、
有
基
底
性
が
日
常
的
な
空
病
理
性
よ
り
弱
い
こ
と
を

批
判
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
も
っ
と
も
弱
い
改
訂
意
味
論
体
系
で
あ
る
畔
に
つ
い
て
も
、
野
－

定
言
的
な
文
の
集
合
は
、
有
基
底
的
な
文
の
集
合
よ
り
も
大
き
い
。
つ
ま
り
文
S
が
有
基
底
的
な
ら
ぽ
、

S
は
あ
ら
ゆ
る
真
理
の
改
訂
意
味
論
体
系
に
お
い
て
定
言
的
で
あ
る
。
ま
た
、
改
訂
理
論
の
動
機
の
一
つ

は
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
に
対
す
る
直
観
的
な
推
論
の
モ
デ
ル
化
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
体
系
賢
に
お
い
て
、
文

（
a
2
）
、
（
a
3
）
、
（
b
2
）
に
直
観
と
一
致
す
る
真
理
値
が
割
り
当
て
ら
れ
脳
－
定
言
的
と
分
類
さ
れ

＝
二
七
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て
い
る
。

　
四
－
三
　
真
理
概
念
の
解
釈
の
規
約
的
要
素

　
真
理
述
語
定
義
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
病
理
的
に
振
舞
う
文
が
言
語
に
存
在
す
る
と
き
真
理
述
語
の
外
延
が
｛
意
的
に
確
定
し
な
い
。
こ

の
よ
う
な
文
は
、
タ
ル
ス
キ
の
定
義
理
論
で
は
言
語
階
層
に
よ
っ
て
理
論
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
、
ク
リ
プ
キ
の
樹
－
不
動
点
言
語
で
は
、
理

論
対
象
で
は
あ
る
が
真
理
値
を
持
た
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
病
理
的
文
を
除
外
す
る
こ
と
を
哲
学
的
な
観
点
か
ら
正
当
化
す
る
際

に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
三
－
三
節
で
古
典
的
な
対
処
と
し
た
、
外
的
事
実
と
の
対
応
の
要
求
で
あ
る
。

　
真
理
の
改
訂
理
論
で
は
循
環
表
現
も
理
論
対
象
で
あ
る
し
、
そ
の
解
釈
に
も
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
制
約
は
な
い
。
素
朴
な
真
理
の
も
と
で
う
そ

つ
き
文
が
示
す
よ
う
な
真
理
値
循
環
も
、
非
収
束
だ
が
循
環
的
な
改
訂
系
列
と
し
て
モ
デ
ル
化
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
極
限
規
則
が
必
要
だ
が
、

極
限
規
則
の
複
数
性
は
病
理
的
な
文
の
解
釈
の
複
数
性
と
対
応
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
病
理
的
文
の
意
味
論
的
解
釈
が
複
数
あ
る
こ
と
は
、

真
理
の
不
動
点
理
論
に
お
い
て
不
動
点
が
一
つ
で
は
な
く
不
動
点
族
と
し
て
存
在
し
う
る
こ
と
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
し
、
ク
リ
プ
キ
は
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

動
点
族
の
存
在
が
病
理
的
文
の
考
察
だ
け
で
は
な
く
真
理
理
論
に
お
い
て
も
意
義
を
も
つ
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
同
時
に
、
無
基
底
的
な

文
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
も
、
有
基
底
的
な
文
の
真
理
値
は
そ
れ
と
は
独
立
に
基
底
M
と
相
対
的
に
～
意
的
に
確
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
不
動

点
に
お
い
て
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
真
理
の
改
訂
理
論
は
有
基
底
的
真
理
の
正
当
性
は
認
め
る
が
、
日
常
的
な
真
理
観
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

わ
た
し
た
ち
の
日
常
的
な
真
理
概
念
に
従
っ
て
文
に
割
り
当
て
ら
れ
る
真
理
値
を
モ
デ
ル
化
す
る
と
い
う
爵
的
の
も
と
で
は
、
そ
し
て
こ
れ

は
意
味
論
的
真
理
理
論
の
主
な
霞
的
の
｝
つ
だ
が
、
グ
プ
タ
の
改
訂
意
味
論
γ
と
そ
の
分
析
は
研
究
課
題
の
～
つ
で
あ
る
。
他
方
、
古
典
的

な
パ
ラ
ド
ク
ス
の
理
論
に
対
す
る
改
訂
理
論
の
哲
学
的
な
意
義
は
、
病
理
性
と
非
病
理
性
を
区
別
す
る
新
し
い
基
準
を
提
示
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
こ
の
理
論
が
病
理
性
に
由
来
す
る
真
理
概
念
の
解
釈
の
複
数
性
を
明
示
す
る
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
改
訂
理
論
か
ら
は
、
真
理
概
念



の
意
味
論
的
解
釈
が
言
語
的
規
約
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
改
訂
意
味
論
の
妥
当
性
は
、
真
理
の
改
訂
規

則
と
極
限
規
則
の
二
つ
の
規
則
に
依
存
す
る
。
ま
ず
、
極
限
規
則
は
不
安
定
な
文
の
意
味
論
的
な
解
釈
に
対
す
る
言
語
的
な
規
約
で
あ
る
と

見
な
せ
る
。
こ
れ
ら
の
文
に
対
す
る
解
釈
は
、
真
理
概
念
の
定
言
性
と
は
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
べ
き
か
と
い
う
判
断
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
る
。
例
え
ば
ベ
ル
ナ
ッ
プ
の
極
限
規
則
は
、
厳
密
な
定
言
性
を
定
義
す
る
と
い
う
方
針
に
従
っ
て
、
グ
プ
タ
の
極
限
規
則
は
、
寛
容
な
定

言
性
を
定
義
す
る
と
い
う
方
針
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
断
は
、
既
に
成
立
し
て
い
る
事
実
と
の
対
応

や
真
理
の
改
訂
の
結
果
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
規
約
的
で
あ
る
。
次
に
、
真
理
の
改
訂
規
則
の
選
択
に

も
規
約
的
な
要
素
は
免
れ
な
い
。
例
え
ば
、
ク
リ
プ
キ
の
真
理
の
不
動
点
理
論
に
お
い
て
改
訂
規
則
に
相
当
す
る
儲
－
ジ
ャ
ン
プ
関
数
は
、

定
言
性
と
は
外
的
事
実
を
基
底
と
し
て
真
偽
が
宣
言
さ
れ
る
文
、
そ
し
て
そ
れ
の
み
で
あ
る
と
い
う
真
理
概
念
を
規
定
す
る
と
も
解
釈
で
き

る
。　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
真
理
概
念
の
解
釈
の
規
約
に
よ
る
複
数
性
か
ら
、
真
理
は
規
約
に
よ
っ
て
自
由
に
変
わ
る
恣
意
的
な
概
念
で
あ
る

と
帰
結
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
、
真
理
は
外
的
事
実
と
の
何
ら
か
の
つ
な
が
り
を
持
つ
と
い
う
対
応
真
理
説
の
直
観
を
尊
重
す
る
な

ら
ぽ
、
与
え
ら
れ
た
外
的
事
実
に
よ
っ
て
一
意
的
に
確
定
す
る
真
理
概
念
の
解
釈
が
存
在
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
い
か
な
る
真
理
概
念
も

少
な
く
と
も
有
基
底
的
な
文
は
非
病
理
的
な
文
と
分
類
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
真
理
の
改
訂
理
論
の
も
と
で
は
、
古
典
的
な

対
処
の
意
義
は
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
古
典
的
な
対
処
法
は
、
唯
一
の
規
範
と
な
る
べ
き
真
理
を
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数

の
真
理
概
念
が
並
立
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
正
当
な
真
理
概
念
の
解
釈
で
あ
る
た
め
に
満
た
す
べ
き
最
小
の
条
件
を
規
定
し
て
い
る
。

　
外
的
事
実
と
の
対
応
に
よ
っ
て
一
意
的
に
確
定
す
る
部
分
が
、
真
理
解
釈
の
核
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
冒
頭
で
素
朴
な
真
理
の
特
徴
と
し
た
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

典
二
値
性
の
地
位
は
ど
う
な
る
の
か
2
　
ク
リ
プ
キ
の
伽
－
最
小
不
動
点
言
語
5
9
に
お
い
て
、
有
基
底
的
な
文
の
集
合
に
お
け
る
真
理
述
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

に
つ
い
て
は
古
典
二
値
性
が
、
ノ
全
体
に
お
け
る
真
理
述
語
に
つ
い
て
は
真
理
値
ギ
ャ
ッ
プ
を
含
む
三
値
性
が
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
や

言
語
ノ
に
お
い
て
無
矛
盾
律
を
表
わ
す
式
」
鮎
篭
（
↓
（
鷺
）
〉
↓
（
」
融
）
）
と
二
値
性
原
理
を
表
わ
す
導
く
鷺
（
↓
（
鞠
）
〈
『
（
」
融
）
）
は
無
基
底

　
　
　
　
意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
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的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
事
実
と
し
て
古
典
二
値
の
真
理
概
念
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
と
、
古
典
二
値
の
真
理
概
念
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ

と
の
間
に
は
ず
れ
が
あ
る
。
こ
の
壁
式
の
改
訂
意
味
論
体
系
賢
と
T
で
の
意
味
論
的
地
位
の
違
い
も
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
式
は
㌘
に
お
い

て
病
理
的
だ
が
、
T
で
は
共
に
定
言
的
で
あ
る
。
二
つ
の
体
系
の
違
い
は
極
限
規
則
の
み
な
の
で
、
二
式
の
意
味
論
的
地
位
の
違
い
も
も
つ

ぼ
ら
極
限
規
期
す
な
わ
ち
土
語
的
な
規
約
に
依
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
式
が
雷
語
的
規
約
に
よ
っ
て
定
雷
的
・
病
理
的
ど

ち
ら
に
解
釈
さ
れ
よ
う
と
、
体
系
野
に
お
い
て
も
γ
に
お
い
て
も
、
う
そ
つ
き
文
は
真
理
値
循
環
し
病
理
的
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
プ
タ
の
パ

ズ
ル
の
モ
デ
ル
化
に
つ
い
て
も
、
直
観
的
な
推
論
で
は
古
典
二
値
性
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
T
だ
け
で
は
な
く
賢
に
お
い
て
も
文
（
a
2
）
、

（
a
3
）
、
（
b
2
）
は
定
公
的
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
古
典
二
値
性
が
実
際
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
と
、
成
立
し
て
い
る
と
解

釈
さ
れ
る
こ
と
の
間
に
ず
れ
が
冤
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
　
結

払葭冊

　
本
論
文
で
取
り
上
げ
た
代
表
的
な
三
つ
の
意
味
論
的
真
理
理
論
は
、
定
義
理
論
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
真
理
の
改
訂
理
論

が
提
供
す
る
強
い
意
味
論
体
系
の
枠
組
み
内
で
は
共
通
に
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
形
式
的
帰
結
を
通
し
て
以
下
の

こ
と
が
示
さ
れ
る
。
意
味
論
的
真
理
理
論
は
、
非
病
理
的
な
真
理
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
日
常
的
な
真
理
の
使
用
を
反

映
し
た
真
理
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
発
展
し
て
き
た
。
非
病
理
的
な
真
理
の
定
義
と
い
う
閉
的
は
、
言
語
的
な
事
実
と
非

言
語
的
な
事
実
と
の
区
別
に
依
拠
し
て
真
理
の
循
環
性
を
禁
止
す
る
と
い
う
タ
ル
ス
キ
や
ク
リ
プ
キ
の
古
典
的
な
対
処
法
に
よ
っ
て
達
成
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
対
処
法
は
パ
ラ
ド
ク
ス
の
理
論
と
し
て
も
、
日
常
的
な
真
理
概
念
の
説
明
と
し
て
も
不
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
真
理
の
循
環
性
を
許
容
す
る
真
理
の
改
訂
理
論
は
、
真
理
理
論
に
対
し
て
二
つ
の
貢
献
を
す
る
。
第
一
に
、
改
訂
理
論
は
、
真
理
概
念

に
お
い
て
雷
語
的
な
規
約
が
果
た
す
役
割
を
指
摘
し
、
規
約
に
応
じ
て
複
数
の
真
理
概
念
が
並
立
し
う
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ど
の
文
が
病

理
的
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
も
、
真
理
述
語
の
解
釈
に
つ
い
て
の
警
語
的
規
約
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
二
に
、
改
訂
理



論
は
真
理
概
念
の
規
約
的
側
面
を
示
す
こ
と
を
通
し
て
、
古
典
的
な
対
処
法
の
真
理
理
論
に
お
け
る
重
要
性
を
再
確
認
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

古
典
的
対
処
法
は
、
真
理
と
事
実
と
の
つ
な
が
り
を
受
け
入
れ
る
な
ら
ぽ
、
い
か
な
る
真
理
概
念
も
尊
重
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
真
理
概
念

を
提
示
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
は
真
理
と
病
理
性
の
理
論
に
お
い
て
新
し
い
事
実
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
様
々
な
パ
ラ
ド
ク
ス
回
避
の
理
論
が
暗
に
依
拠
し

て
き
た
事
実
で
あ
る
。
真
理
の
改
訂
理
論
の
、
病
理
性
の
理
論
と
し
て
の
意
義
は
、
循
環
性
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
真
理
概
念

に
つ
い
て
直
観
的
に
融
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
形
式
的
な
裏
付
け
を
与
え
る
と
共
に
、
真
理
概
念
に
関
す
る
事
実
と
解
釈
の
間
の
ず
れ
を
モ

デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
点
に
あ
る
。
前
小
節
末
で
挙
げ
た
こ
れ
ら
の
意
味
論
的
問
題
に
考
察
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ

る
。

　
注

（
1
）
真
理
と
病
理
性
の
研
究
に
お
け
る
現
在
の
も
う
一
つ
の
有
力
な
研
究
は
、
旨
b
σ
費
三
の
①
岬
山
ト
じ
弓
9
ゴ
Φ
讐
①
巳
ざ
お
。
。
8
類
罵
離
開
ミ
ロ
》
蕊
甲
防
ミ
§

　
撃
ミ
隷
ミ
ミ
Q
ミ
§
篭
童
○
惹
o
a
¢
ユ
く
賃
ω
田
畠
℃
「
＄
幹
（
邦
訳
『
う
そ
つ
き
真
理
と
循
環
を
め
ぐ
る
論
争
臨
、
金
子
洋
之
訳
、
産
業
図
書
、
｝
九
九

　
二
年
）
で
あ
る
。
こ
の
著
作
で
は
真
理
の
循
環
性
に
対
し
て
、
非
正
則
的
な
集
合
論
に
よ
っ
て
循
環
命
題
を
構
成
し
、
状
況
意
味
論
を
適
用
す
る
と
い
う

　
二
つ
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
著
作
に
は
先
行
研
究
に
つ
い
て
の
豊
富
な
解
説
が
あ
り
、
本
論
文
で
も
参
考
に
し
て
い
る
。

（
2
）
　
グ
プ
タ
の
パ
ズ
ル
の
初
出
は
、
鋭
○
区
営
ρ
一
り
。
。
b
。
＼
．
↓
村
二
重
磐
匹
冨
轟
α
o
×
唱
、
．
§
罵
冒
ミ
鳶
ミ
ミ
ぎ
§
的
慰
鳶
帖
ミ
、
卜
薦
勘
一
一
も
℃
●
一
よ
O
（
以
下
、

　
［
○
コ
営
9
。
6
G
。
春
。
］
。
な
お
、
こ
の
論
文
は
知
．
ζ
舞
鉱
P
①
血
」
O
。
。
♪
鵠
象
§
比
量
⇔
§
§
撃
§
ミ
§
ミ
ミ
“
・
鳴
隠
黙
、
隷
ミ
§
き
○
×
｛
O
『
山
¢
戴
く
興
ω
謬
《
勺
器
ω
ω

　
（
以
下
、
［
ζ
費
三
二
㊤
。
。
出
）
も
P
嵩
㎝
山
。
。
㎝
に
再
録
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
引
用
ペ
ー
ジ
数
は
こ
ち
ら
に
従
っ
て
い
る
）
も
．
匿
O
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
》
．
↓
輿
ω
貫
お
G
。
ρ
．
、
虐
δ
8
9
Φ
営
。
｛
嘗
葺
三
戸
団
。
噌
ヨ
巴
凶
N
巴
巨
帽
轟
α
q
①
ω
闇
，
．
貯
〉
。
↓
自
。
お
ズ
ニ
Φ
。
。
。
。
ト
亮
㌧
♪
即
§
§
ミ
g
ミ
§
§
ミ
隷
§
ミ
§
…

§
ミ
の
辱
6
ミ
N
§
な
N
捻
釦
飴
ω
の
o
o
巳
①
常
員
○
ρ
Ω
母
Φ
巳
o
P
℃
P
一
総
－
培
。
。
（
以
下
、
［
↓
霞
ω
ご
H
り
ω
呂
）
。
こ
の
論
文
は
一
九
三
三
年
に
ポ
ー
ラ

　
ン
ジ
語
で
出
版
さ
れ
た
．
、
寒
織
鴨
慧
爲
ミ
魯
ミ
鳶
馨
§
為
壽
霜
§
§
ミ
器
§
．
安
き
”
．
の
ド
イ
ツ
語
訳
、
．
U
興
を
接
昏
虫
房
び
Φ
α
q
『
陣
睦
圃
コ
無
Φ
p
坤
。
ヨ
巴
凶
ω
δ
罫
Φ
質

　
ω
℃
惹
。
ゲ
曾
坑
．
の
ミ
翫
甘
き
帖
貯
の
愚
ミ
ミ
押
H
り
ω
伊
℃
O
．
卜
。
①
緊
蒔
O
一
の
英
訳
で
あ
る
。

意
味
論
的
真
理
と
そ
の
病
理
性
に
つ
い
て

一
四
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（
4
）
　
本
論
文
身
二
節
、
小
節
一
、
二
の
タ
ル
ス
キ
の
真
理
定
義
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
》
．
↓
§
。
「
ω
｝
窮
お
髭
㌃
．
6
冨
ω
Φ
∋
鋤
暮
ざ
0
8
8
営
圃
。
コ
。
｛
茸
葺
ぴ

　
目
論
§
①
8
戸
5
低
金
儲
。
湿
。
胤
ω
①
ヨ
讐
回
鉱
o
ρ
．
．
ぎ
多
ω
酔
①
く
讐
9
身
昌
創
園
．
竃
。
穴
2
N
凶
ρ
巴
。
。
」
り
。
。
ρ
G
Q
、
隷
ミ
ミ
§
ミ
¢
＼
毎
ミ
蔦
駄
§
湯
量
く
。
ξ
ヨ
Φ
卜
。
”
b
ご
霧
Φ
ご

　
b
J
o
ω
8
『
ご
σ
三
§
四
二
ω
9
・
層
℃
Ψ
O
霧
よ
り
¢
（
以
下
、
［
月
自
。
軍
器
H
呈
出
。
邦
訳
「
真
理
の
意
味
論
的
観
点
と
意
味
論
の
基
礎
」
、
飯
田
国
訳
、
欄
現
代
哲
学

基
本
論
文
集
1
1
㎞
、
G
・
ム
ー
ア
、
ほ
か
著
、
坂
本
頭
大
編
集
、
勤
草
書
房
、
一
九
八
七
年
、
五
一
1
一
二
〇
頁
）
に
従
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
、

　
［
↓
9
一
，
ω
一
（
剛
　
一
㊤
ω
ω
］
の
真
理
定
義
理
論
を
哲
学
者
向
け
に
解
説
し
て
い
る
。

（
5
）
　
こ
の
定
義
は
明
示
的
定
義
で
あ
る
。
明
示
的
定
義
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
○
噛
切
o
o
δ
ω
費
益
刃
．
富
出
｛
門
Φ
ざ
お
G
。
ρ
O
§
巷
黛
ミ
驚
～
帖
爵
§
ミ
ト
轟
費

叶
三
乙
①
α
三
〇
詳
O
費
三
∪
鴨
三
ぴ
q
①
¢
鉱
く
①
透
ぞ
牢
Φ
ω
ω
（
以
下
、
［
切
o
o
一
〇
ρ
』
Φ
琴
①
｝
・
一
㊤
。
。
呂
）
も
．
い
。
＆
を
参
照
の
こ
と
。

（
6
）
　
こ
の
条
件
が
規
約
丁
で
あ
る
。
規
約
丁
に
つ
い
て
は
、
［
↓
2
。
邑
自
一
8
。
。
］
も
P
一
。
。
刈
－
一
。
。
。
。
を
参
照
。

（
7
）
　
こ
の
例
は
［
6
2
・
同
ω
鉱
お
認
］
も
℃
」
雪
－
ま
G
。
で
は
ウ
カ
シ
ェ
ウ
ィ
ッ
ツ
に
よ
る
と
し
て
例
示
さ
れ
て
お
り
、
文
B
の
解
釈
に
つ
い
て
の
経
験
的
な
仮

　
定
に
よ
っ
て
循
環
衷
現
が
作
ら
れ
て
い
る
。
循
環
表
現
の
作
り
方
は
～
つ
で
は
な
く
、
　
｝
階
算
術
の
真
理
の
定
義
不
可
能
性
定
理
で
は
ゲ
ー
デ
ル
数
と
対

角
化
に
よ
っ
て
統
語
論
的
に
循
環
表
現
を
構
成
し
、
対
角
式
j
S
（
「
じ
一
一
）
↑
・
切
を
満
た
す
文
β
が
う
そ
つ
き
文
と
似
た
よ
う
に
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
に
振

舞
う
こ
と
が
使
わ
れ
て
い
る
。

（
8
）
ω
逗
富
者
ρ
毎
β
δ
F
一
穿
δ
。
3
3
8
曼
。
津
二
一
登
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
黛
寒
帖
、
象
ミ
選
鐸
琶
．
0
8
為
δ
（
以
下
、
［
閑
暑
冨
お
謡
〕
）
。
な
お
、

　
こ
の
論
文
は
管
≦
鍵
鉱
嵩
お
○
。
出
二
）
ワ
α
ω
あ
H
に
再
録
さ
れ
て
お
り
、
以
下
で
の
引
用
ペ
ー
ジ
数
は
こ
ち
ら
に
従
っ
て
い
る
。

（
9
）
　
ク
リ
プ
キ
膚
身
は
基
底
ひ
q
門
〇
上
巳
と
い
う
語
は
使
っ
て
い
な
い
。
真
理
の
病
理
的
振
る
舞
い
を
基
底
性
に
よ
っ
て
論
じ
て
い
る
そ
の
他
の
論
文
と
し

　
て
、
国
．
餌
①
護
ぴ
①
薦
巽
』
雪
ρ
．
．
戸
当
，
簿
創
O
×
o
ω
o
胤
ぴ
q
門
。
毎
益
ぎ
ぴ
q
凹
霊
ω
o
ヨ
讐
甑
O
ω
㌦
．
§
Q
鳶
～
こ
竃
ミ
ミ
ご
ミ
ミ
翁
ミ
｝
、
ミ
禽
も
P
に
窃
一
一
①
刈
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こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
1
0
）
　
亡
く
甑
覧
お
一
〇
刈
認
で
は
「
意
昧
論
的
従
属
関
係
」
と
い
う
語
は
使
っ
て
は
い
な
い
。
ジ
ャ
ン
プ
関
数
を
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
こ
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〔
即
自
。
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お
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巴
で
指
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摘
さ
れ
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で
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そ
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依
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科
学
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学
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（
1
2
）
　
［
区
ユ
篭
お
H
り
翻
］
で
は
、
こ
の
他
の
単
調
か
つ
真
理
値
ギ
ャ
ッ
プ
を
許
容
す
る
付
値
関
数
と
し
て
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ー
ネ
の
弱
三
値
付
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関
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や
フ
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ン
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ン
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ω
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Φ
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巴
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鉱
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扇
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れ
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い
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記
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極
限
順
序
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定
義
の
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項
（
2
）
は
、
極
限
レ
ベ
ル
の
解
釈
魚
を
そ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
解
釈
佛
の
和
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す
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こ
と
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す
る
。
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て
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で
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極
限
レ
ベ
ル
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仮
説
ご
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初
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仮
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当
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極
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Marion，　Levinas　et　Derrida　ont　recours　a　la　rh6torique　et　pour　affronter　le

deuxieme，　ils　se　dirigent　vers　la　reflexion　6thique．　La　rhetorique　et　1’6thique　sont

des　caractξristi（1しles　des　ph韮osophies　qui　se　rapprochent　de　la　th6010gie　n6gative．

On　The　Semantic　Tyuth　and　lts　Pathology

　　　　　　　　　　　　　　　Al〈iko　KANEDA

Graduate　Student　of　Philosophy　and　History　of　Science

　　　　　　　　　　　　Graduate　School　of　Letters

　　　　　　　　　　　　　　　　I〈yoto　University

　　It　is　known　that　the　concept　of　truth　behaves　pathologically．　The　simple　exam－

ple　is　the　liar　sentence，　“This　sentence　is　false，”　“Thich　says　reflectively　it　is　false

and　its　vicious　circle．　lt　is　pointed　out　that　the　circularity　of　truth　causes　pathologi－

cal　behavior　and　that　there　are　intuitively　paradoxical　sentences　when　the　combi－

nation　of　the　naive　concept　of　truth　and　a　circular　expression　such　as　the　liar

sentence　is　present　in　a　language．　However，　since　we　indeed　use　circular　expres－

sions　in　everyday　languages，　the　concept　of　truth　used　in　our　daily　communication

must　behave　pathologically．

　　The　theory　of　truth　in　analytical　philosophy　is　formally　founded　by　Alfred

Tarski’s　semantic　theory　of　truth　and　formal　semantics．　Tarski　reveals　the　logical

property　of　truth　through　the　analytical　of　pathological　behavior　of　truth　in　order

to　define　an　inconsistent　truth　predicate　for　scientific　investigations．　The　defect　of

his　theory　is　that　we　have　to　abandon　many　normative　roles　of　truth　in　conipensa－

tion　for　the　inconsistency　of　truth．　Then，　every　semantic　theory　of　truth　following

his　theory　should　addresses　the　two　incompatible　questions：　how　do　we　define　the

ordinary　concept　of　truth　and　how　do　we　define　the　nonpathological　truth？　ln　this

point，　Tarski’s　formal　device　to　outlaw　the　circular　expression　ef　truth　leads　us　to

classify　the　sentence　into　two　classes，　the　nonpathological　sentence　and　the　patho－

logical　sentence．　The　question　will　arise　from　the　philosophical　points　of　view　what

principle　we　need　to　classify　the　sentence．　lf　we　can　understand　the　principle，　we

will　gixre　the　better　account　for　the　pathology　of　truth　and　it　might　help　us　to

understand　the　concept　of　truth　itself．

　　With　reference　to　tliese　introductory　remarks，　the　first　aim　of　this　paper　is　to
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survey　the　three　major　semantic　theories　of　truth：　（1）　Tarski’s　semantic　theory　of

truth，　（2）　Saul　Kripl〈e’s　fixed　point　languages，　and　（3）　Anil　Gupta’s　revision

theories　of　truth　and　consider　the　principles　of　classification　assumed　in　each

theory．　By　the　examination　of　Tarsl〈i’s　concept　of　“semantic／nonsemantic”　and

Kripke’s　“grounded／ungrounded”，　Tarski　and　Kripke　assume　the　similar　principle

of　classification　based　on　the　intuitive　distinction　between　the　linguistic　facts　and

the　physical　facts．　Therefore，　1〈ripke’s　theory　of　truth　suffers　the　same　defect　as

Tarsl〈i’s　one．　This　fact　leads　us　to　the　hypothesis　that　circularity　is　the　essential

property　of　truth　that　enables　truth　to　fulfill　its　normative　role，　while　it　caused

pathological　behavior．　On　this　hypothesis，　Gupta　advances　the　new　logic　and

semantics．　the　revision　theories　of　truth．　in　order　to　formalize　the　circulation　of
　　　　　　　　t　一一一一　一v　T　－w－v一一　一iivvi－vw　vi　一i　v－iir

truth．

　　My　second　aim　is　to　specify　the　philosophical　significance　of　Gupta’s　new　theory．

The　rich　systems　of　the　revision　theories　offer　the　formal　foundation　to　the　former

solutions　of　pathological　behavior　of　truth．　The　semantic　interpretation　of　patho－

logical　sentence　is　governed　by　the　linguistic　conventions　about　the　concept　of

truth．　This　means　that　interpretation　of　pathological　sentence　is　totally　indepen－

dent　of　the　physical　facts．　lt　explains　the　fact　that　the　different　interpretations　of

the　truth　predicate　can　be　significantly　compatible．　On　the　other　hand，　the　core　of

the　semantic　interpretation　of　truth　predicate　is　uniquely　determined　by　the

correspondence　to　the　physical　facts．　lf　one　respects　the　fundamental　intuition　that

the　concept　of　truth　should　have　correspondence　to　facts，　then　he　must　admit　the

legitimacy　of　this　interpretation．　However，　it　is　not　the　only　legitimate　concept　of

truth．　lt　presents　the　minimum　condition　to　be　fulfilled　by　all　legitimate　concept　of

truth．
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